
横浜天声キリスト教会　　週報　第 15 巻 33 号（No.549）　　2020 年 8 月 16 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　１コリント 12:26-27　･････御言葉に耳を傾け心を主に向けまし;ょう。

*賛美　･･････････････････ 　９番　聖なる、聖なる、聖なるかな

*交読文　････････････････ 　８番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１７４番　神の息よ

礼拝のための祈り　･･･････ 成田エクレシア：史執事　天声：小林 伝道師

賛美　･･････････････････ 　２５９番　主の光の使者よ

メッセージ　･･････････････ 神の「良し（トーブ）」とは(創世記 1:25)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････ 　３９４番　主をあおぐもの

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････ 本日午後は成田との合同礼拝となり、横浜での英語礼拝はありません。

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　ところが実際、肢体は多くあるが、からだは一つなのである。目は手にむかって、「おま

えはいらない」とは言えず、また頭は足にむかって、「おまえはいらない」とも言えない。

そうではなく、むしろ、からだのうちで他よりも弱く見える肢体が、かえって必要なのであ

り、からだのうちで、他よりも見劣りがすると思えるところに、ものを着せていっそう見よく

する。麗しくない部分はいっそう麗しくするが、麗しい部分はそうする必要がない。

神は劣っている部分をいっそう見よくして、からだに調和をお与えになったのである。

それは、からだの中に分裂がなく、それぞれの肢体が互にいたわり合うためなのである。

もし一つの肢体が悩めば、ほかの肢体もみな共に悩み、一つの肢体が尊ばれると、ほ

かの肢体もみな共に喜ぶ。

＿＿はキリストのからだであり、＿＿はその肢体である。だが、＿＿は、更に大いなる賜

物を得ようと熱心に努めなさい。(１コリント 12:20-27,31)

　メッセージ概要

　先月より、世界のテフィリンチームと共に同じ創世記 1章をテフィリンしているが、同じ御言葉を何百回と

反芻していると、この 31節の、ほんの数分で読めてしまう箇所から、深い知識や奥義を、大きな喜びや深

い慰めを、生きるための秘訣などの宝を、次から次へと掘り起こしている。本日も創世記から恵みを得たい。

　『神は地の獣を種類にしたがい、家畜を種類にしたがい、また地に這うすべての物を種類にしたがって

造られた。神は見て、良し（トーブ）とされた。』(創世記 1:25)　神は、動物や木や草を、鳥や魚を、種類にし

たがって創造された。「種類にしたがって」の言葉が、この節で 3回、1章全体で 10回も繰り返されている。

神がそれらを「良し」としている所から、神の価値観が知れる。神は、  多様性を「良し」とされているのだ。

　神は、一人ひとりを、固有の存在として創造された。A は A として、B は B として。決して、A も B も C も

ひっくるめて Z になれ、とは言わない。それは「種類にしたがって」に反する。それなのに、いかに人は、自

分と他人  を比べて、自分はだめだと評価したり、神が造られていない別のキャラクターを演じて、疲弊して

しまったりしているだろうか。動物や鳥、魚は、しない。あの鳥みたいに美しくなりたいとか、あの獣みたい

にうまくできるようになりたい、それに比べて自分はだめだ、などと思って、絶望したり、自殺したりは・・・。

　神は、種類にしたがって、様々な個性をもった海の魚、空の鳥、野の獣、家畜、地をはう全てのものに対

し、「生めよ、増えよ」と、祝福を宣言された。色々な種類が、それぞれ与えられた個性の本領を発揮し、そ

の全体が、神の栄光をほめたたえる。それが、神の「良し」である。実際、ユダヤ人は、競争教育はしない。

むしろ、それぞれ神から与えられた得意分野を探し、見つけ、それを育成し、関係性を大切にしながら

育って行く。彼らの教育法は、御言葉中心であり、小学からずっとクラス替えはせず、互いに同じ御言葉を

学び、あるいは同じ学科を学び、それを議論し、口論し、そうして互いが、それぞれの分野でエキスパート

に、リーダーとなって行こうという、リーダーシップを養う教育法である。これをハブルタ（友達）教育という。

　神の「良し（トーブ）」とは何だろう。私達は、トーブを、パーフェクト、ビューティフル、グッドとして習ったが、

一体、誰にとってのパーフェクト、ビューティフル、グッドなのだろうか。創世記から分かる事は、  トーブとは  、

神が「あれ」と言われた通りのまま  、また、  神が名を付け、神が使命を付与した、そのまま、が、トーブ  である。

すなわち、神が私達を創造して下さったそのままを、神が付与された意図をそのままを生きる事である。

　トーブは、誰か人間基準の「良し」では、決して、ない。怠け者にとっては、怠ける事が良しであるし、共産

党にとっては、神が無い事、人民は意見や知識を持たず「見ざる、言わざる、聞かざる」なのが良しである。

　神のよしではなく、人間の良しに従って行くと、必ず、死に通じる。他と比べて優れているとか、劣ってい

るとか、良いとか悪いとか、そういった神から離れた善悪判断こそ、死をもたらす概念である。神は言われ

た。善悪の知識の木からは取って食べてはならない。それを取って食べるその時、あなたは必ず死ぬ、と。

　私達は、他人の目から見る”良かれ”から解放され、神のトーブへと入って行くべきである。また、自分の

目の”良かれ”からも解放され、サタンからの、御言葉に反する方向へと仕向けるささやきに、勝利するべき

である。サタンがエバをそそのかした時、『女が見ると、その木はまことに食べるのに「良く（トーブ）」、目に

慕わしく、賢くするというその木はいかにも好ましかった』(創世記 3:6)ので、彼女は食べてしまった。

「神が創られた通り」「神の意図どおり」。それが真のトーブであり、エデンをキープする道、祝福の道である。

　私達は神のトーブを知り、その道を歩むべきである。私達は、分からないかもしれない。はたして今、自

分の道が、神のトーブに沿っているだろうか。どうしたら、神のトーブを知り、そうある事ができるだろうか・・・。

それは、とてもシンプルである。  「御言葉どおり」がトーブである、という事は、御言葉を暗唱し、昼も夜も口

ずさみ、御言葉の通り歩む事。  すなわち、  テフィリンする事  である。御言葉を暗唱すれば、神の基準を知り、

神のトーブは何で、今、自分がどのような地点を歩んでいるのかが分かるようになる。そして日々の選択に

おいて、どちらが神の目に良いのかが分かるようになる。そればかりではない。神のトーブに反するものが、

自動的に嫌いになり、神のトーブに則したものが、自動的に好きになるようになって行く。

　今、私達も教会も、神のトーブを見いだし、伝えていかなくてはならない。神様の御心であるトーブな生き

方を正しく教え、多くの人々を養い、栄光の次世代を産み出していく皆さんでありますように！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝   賛美 10:30　礼拝 11:00
食事/フェローシップ 　      12:30～
English Service　　　          　　 14:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜礼拝

　1 部                                           　13:00～
　2 部                                           　19:30～
金曜徹夜祈祷会                           21:00～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 15 巻 33 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2020 年 8 月 16 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voice.of.christ.yokohama/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

